
⑤≪医療≫国家戦略特区等提案検討要請回答

1 （非公表）
牛の肝臓（レバー）
の生食提供を可
能にする規制緩和

主要な食中毒菌（Ｏ157等）の検査及び提供の
ルール（適正な衛生管理）に基づき、牛レバーの
生食提供を可能とする

平成24年の食品衛生法改正によ
り、飲食店等が一般消費者に対
し提供することが禁止された。
レバーを提供する際は、一定の
条件下で加熱する等、厚生省告
示（食品、添加物等の規格基準）
の条件を満たさなければならな
い。

食品衛生法第13条第
１項に基づく規格基準

食品、添加物等の規格基
準（昭和34年厚生省告示
第370号）

食品衛生法改正により牛レバーの生食
提供が禁止される際、薬事・食品衛生審
議会の報告書において「牛肝臓を生食
するための予防対策について、厚生労
働省は調査研究を含めた新たな知見の
入手に積極的に努めること」とされた。
これを受けて、平成25年度から３年間、
厚生労働科学研究において殺菌効果を
確認する研究がなされた、その当時は
有効な対策が確立できなかったが、時
間も経過していることから、新たな技術、
知見がないか再度検証し、安全に牛レ
バーの生食が可能となる提供技術や体
制を検討し基準の見直しをお願いした
い。
当該技術が一般的に広く活用出来るも
のでないのなら、以下のような対応も検
討してほしい。
・飲食店等での個別追加検査
・地域の限定や事前届出制による監視
の強化

消費者庁

牛肝臓については、①牛肝臓の内部から腸管出血性大腸菌が検出されたこと、②消毒液
による洗浄方法や当該菌を保有している牛の選別方法等、牛の肝臓を安全に生食するた
めの有効な予防対策が見出せなかったことなどを踏まえ、国民の健康保護を図る観点か
ら、薬事・食品衛生審議会における専門家の検討を経て食品衛生法に基づく規格基準を
設定し、生食を禁止したものである。
一方で、安全に生食できる対策が見いだされた際には、基準の見直しを検討することとし
ており、これまで、厚生労働科学研究費事業等にて、放射線照射、消毒薬及び高圧処理
といった、考え得る加熱以外の殺菌方法の効果を検証したが、現時点において十分なリ
スク低減効果のある殺菌方法は確立できていない。そのため、現時点において、牛肝臓
を安全に生食できる対策が見いだされておらず、基準の見直しは困難である。
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